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番号

特殊相対論 No。 4 Lorentz transformation

1.慣性系の間の変換を

と仮定し,

氏名

を満たすよ
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2.表面の結果から,

(多 )=(聴

とかけることがわかった。

(a)行列式が 1と なることを示 しなさい。

逆行列を求めても

(特殊相対論 No.1参照)
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番 号 氏名

Lorentz transformation

1.Lorentz変換 (3)を ,γ =7き
をァ

として書きなおすと,

となる。この逆変換は

と書けることより,時間微分 品 と空間微分 発 はいかに変換するか
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2.diAlembertian(ダ ランベルシャン
)

1 ∂2   ∂2

ε2∂ι2  ∂″2

は,ロ ーレンツ変換 (4)に対してどのように変換するか。(特殊相対論 No1 2参照)

(6)

，

一
劉

Ｖ
ヽ下生́

計

Ｖ
ｔ
け

Ｙ
一

へ上
激

Ｐ
Ｖ十二

】

′
′

′

‐

‐

‐

‐

‐

‐

ヽ

上
げ

さネ′一コ罐
一

・多一４４

上
♂

'ギ
鼻

↑

,とき 島
十

ぎ
V端 一Y∵

ネ
ー21=::要 ―

撃

'デ中ヽギ)鼻
一Yと

[ヽ 静り嘉
ミナ井ヽ森


